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フォルクスワーゲン グループ ジャパン 株式会社 

 
フォルクスワーゲン 「ゴルフGTIカップ ジャパン」 第 4戦終了 

岩谷選手のシリーズ優勝ならびに独ポロカップ派遣決定 
 
フォルクスワーゲン グループ ジャパン 株式会社（略称：VGJ、代表取締役社長：梅野 勉、 
本社：愛知県豊橋市）と、レース運営組織であるフォルクスワーゲン・トロフィ・アソシエィション 
(V・T・A) が開催する、“ゴルフGTI カップ ジャパン 2006” 第4戦が、薄日差し込む絶好のレー
ス日和となったスポーツランドSUGO（所在地：宮城県）にて9月30日（土）開催されました。  

 
シリーズ中最北での開催となる今回、スポーツランドSUGOにはエキスパートクラスに5台、クラブ 
マンクラスに12台の、計17台が参戦しました。また、今回はドイツ ポロカップで活躍中のスティアン・
ポールセン選手が、フォルクスワーゲンによる国際選手交流を図る“エクスチェンジプログラム”に 

より派遣され、エキスパートクラスにスポット参戦しました。 
 

ゴルフGTIカップ決勝戦は 1周 3,704mのレーシングコース 12ラップ(48.01km)で争われました。
ポールポジションは、初戦から 3連勝中の岩谷選手(RiverWestRacing)が獲得。2番手にはクラブ
マンクラスながら小野選手（サーラ LVレーシングチーム GTI）が続きました。 
恒例のローリングスタート後、第 1コーナーを制したのは岩谷選手。3連勝中の同選手は、最終戦を待たずに 
シリーズチャンピオンを決め、同時に独ポロカップへの派遣が決定しました。クラブマンクラスでは、第 3 戦の  
萩原選手（サーラ LVレーシングGTI）に続き、チームメイトの小野選手が優勝を飾りました。 
第 4戦：決勝正式結果                      決勝中のベストタイム：小野 泰治選手 1'45.938（2周目） 
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1 Ex-1 3 
岩谷 昇 

RiverWestRacing 21'28.412 10 Cl-9 55 
竹岡 圭 

TeamDUO Golf GTI 22'24.988

2 Ex-3 27 
伊藤 真一 

KeepOnRacingGTI 21'29.995 11 Cl-13 88 
岡本 孝 

オリエンテッドパナルゥクレヨン 22'28.383

3 Cl-2 67 
小野 泰治 

サーラ LVレーシング GTI 21'40.957 12 Cl-6 16 
山田 哲也 

GBR GARAGE BLUE 22'28.456

4 Ex-8 00 
スティアン・ポールセン 

VW Golf GTI 21'41.816 13 Cl-17 10 
村上 政 

エンジン・ゴルフ GTI 22'40.554

5 Ex-4 77 
浜崎 大 

ヴェンチュラーゴルフ 21'42.332 14 Cl-16 23 
大田中 秀一 

AUTANACAR GTI 23'03.839

6 Ex-7 5 
大谷 秀雄 

チョロ Qレーシングチーム CG 21'45.779 15 Cl-15 244
井上 剛 

オリエンテッドパナルゥクレヨン 23'20.756

7 Cl-5 80 
野澤 健児 

ハマエンジニアリング GTI 21'48.807 R Cl-14 44 
阿野 安雄 

TRC メイクアウィッシュ GTI 5'44.103

8 Cl-10 72 
植手 章 

GENROQインベーダーGTI 22'03.707
失

格
Cl-11 1 

山口 一宏 
Vols･Vols･Vols  

9 Cl-12 355 
神田 順弘 

オリエンテッドパナルゥクレヨン 22'18.674      

 
今後のゴルフGTI カップ ジャパン 2006 及びサーキットトライアル スケジュール 
回 数 日   時 所在地 場   所 
第5戦 11月5日（日：予選＋決勝） 茨城県 筑波サーキット 

＜上記レース車両全般、及びレース全般に関するお問い合わせはV・T・Aまでお願いします＞ 
V･T･A:フォルクスワーゲン・トロフィ・アソシエイション／コックス(株)内 
担当：山崎 TEL:0465-80-0820 FAX:0465-80-0821 
 


